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Bridgesaremanagedbasedonthebridgeledger.Recently,progressingofhardwaresandsoftwares

ofcomputers,wegetpossibilitytoproductthebridgeledgersbytheimagedatabases.Thepurpose

ofthisstudyistoproducteasyhandlingimagedatabasesforthebridgeledgers.

ThisdatabaseshaveoperatedonWindows95.Fordatabaseengine,dBASE5.0hasusedandIcon

Author5.1hasutilizedtoaauthoringtool.Inthispaper,twoexamplesareshown.Thefirstisthe

databaseofthemodernhistoricalbridgesinKyusyuarea.Thesecondisaframeworkoftheimage

databaseforthebridgeledgerofNagasakiprefecture.

1.は じめ に

近年,橋梁に関する画像データベース1卜 6)の必要性

が高まってきている.例えば,景観の分野において価

値のある歴史的橋梁,各県で管理されている橋梁に関

する台帳などである.これらを画像データベース化す

る際に重要となるのは,写真や図面といった画像を容

易に取 り扱えることであり,検索が視覚的に,かつ容

易に行えることである.橋梁に関する台帳について言

えば,そのデータは膨大な量であり,写真 ･図面等が

貼付されているが,分冊に分かれていたりして,容易

に検索できる状態ではない.そこで文字情報に加え,

写真 ･図面等をパーソナルコンピュータでデータベー

ス化し,検索はビジュアルで,容易に行えるシステム

を構築する必要がある.本研究では,データベースを

作成する際,検索すべきデータを入力して検索結果を

得るまでの効果的なインターフェースの設計について

検討した.具体的な作成事例として,パーソナルコン

ピュータを用いて,橋梁の技術史において価値のある

九州の歴史的橋梁のデータベース,および橋梁台帳

データベースの骨格を作成した.これら2つのデータ

ベースについて説明する.

2.インターフェースとマルチメディア技術7)

現在,パーソナルコンピュータで稼動するデータ

ベースソフトでは,地図などの図形からの検索といっ

た,検索画面を設計することができない場合が多い.

そこで,本研究では,図-1に示すように,オーサリン

グソフトに,ボタンや地図,ナビゲーション画面といっ

たマルチメディア技術を応用させることにより,検索

方法として,地図や図形などのイメージから,直感的

に検索が可能であるデータベースの作成を検討した.

データベースを構築する場合,重要となるのは,検

索結果を得るまでのインターフェースの部分である.

今回作成した2つのデータベースは,その対象が橋梁

であるために,そのインターフェースの部分に地図を

使用することによって,視覚的に検索できるようにし
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ている.地図については,市販されている地図ソフト

ウェアを多数検討したが,データベースのインター

フェースとして使用できるのは,カーナビゲーション

用の地図ソフトであった.また,検索結果として,棉

梁に関する文字情報と写真,裏ページには図面と周辺

地図を出力するよう構築した.

ヒュー マ ンイ ン ター 7エー スの設 計 lデ ー タベ ー スの投射 l検 索 画 面 の設 計 l

図-1 視覚的なインターフェースを有する画像デー

タベース

3.画像データベースの土木分野への応用

土木の分野では,写真や図面,地図などが多用され

る.歴史的構造物や各種の公共施設の維持管理におい

ても,文字情報だけではなく,画像の情報が不可欠で

ある.しかし,近年のパーソナルコンピュータの進歩

に伴い,従来は放送,印刷,出版,デザインなどの専

門分野に限られていた画像情報の電子的な管理 ･利用

が土木分野においても可能となってきている.図-2に

画像データベースの土木分野への応用範囲を示してい

る.特に,本研究で画像データベースの対象としてい

る橋梁台帳についていえば,現在の橋梁台帳は,文字

情報だけが用紙に書き込まれ,その量は膨大なもので

あり,目的の橋梁を非常に検索しづらいものである場

図-2 画像データベースの応用分野

合が多い.このような理由から,検索方法はビジュア

ルで容易に行うことができ,検索結果として,文字情

報と写真や図面といった画像を同時に出力できる画像

データベースを作成することが必要となる.

4.画像データベースの利用形態8)･9)

データベースの利用形態としては,大きく分けてス

タンドアロン型,クライアント･サーバー型,インター

ネット対応型の3つに分けられる.以下に,その3つ

について説明する.

①スタンドアロン型

この利用形態は,図-3a)に示すように,データベー

スを1台のパーソナルコンピュータのみで作成,使用

するもので,他のコンピュータからのアクセスは不可

利 用 者

クライアント

jiii-利用者A
jii-利用者C
≡利用者B

⊂====コ ∈〕
データベース

a) スタンドアロン型

b) クライアント･サーバー型

C) インターネット対応型

図-3 データベースの種類
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能である.すなわち,作成したデータベースを他のコ

ンピュータで利用するには,MOやCD-ROM といっ

た媒体を使用する以外に方法はないものである.従来

のデータベースの利用形態として,一般的なもので

あった.

②クライアント･サーバー型

この利用形態は,図-3b)に示すように,個々のアプ

リケーションとのインターフェースを処理するクライ

アントと,複数のクライアントからの処理を制御し,

データを提供するサーバーとに役菩瞳書分けられる.こ

の利用形態は,LAN(LocalAreaNetwork)として企

業内においては通常使われている形態である.

③インターネット対応型

この利用形態は,現在,急速に発展を遂げているイ

ンターネットを使用したもので,図-3C)に示すよう

に,様々なネットワークが結びついているものである.

②で説明したクライアント･サーバー型を結びつけて

いるネットワークを,インターネットに接続すること

により,インターネットに接続されている世界中のコ

ンピュータから,作成したデータベースの使用が可能

となる.このインターネット上でのデータベース作成

では,データベースとWWW(World Wide Web)

サーバーとを結びつ けるCGI(Common Gateway

Interface)ソフトが重要となる.

5.データベースとインターフェース

(1)ハードウェアの構成 ､

ここでは,本研究で使用したコンピュータ,および

その周辺機器について述べる.本研究で使用した画像

データベースシステムは,図-4のようになる.画像を

記録する媒体としては,何度でも書き換えが可能で大

容量を持つPDを使用した.以下に,それぞれの周辺機

器について説明する.

a)コンピュータ本体

VENTURISFP5100

(日本ディジタルイクイップメント株式会社)

b)モニター

17inchCOLORMULTISCANMONITOR

(ロジテック株式会社)

C)イメージスキャナ

EPSONGT-9000

(セイコーエプソン)

d)PD

PD/CD-ROM ドライブ

(松下電器産業株式会社)

e)サウンドブラスター
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SoundBLASTERAWE32

(CREATIVEMEDIAK.K.)

f)オンボードビデオ

Trio64グラフィックチップ

(S3社)

g)スピーカー

マルチメディア パソコン用パワードスピーカーシ

ステム

(松下電器産業株式会社)

e)イメージスキャナ d)PD

図-4 画像データベースシステム

(2)ソフトウェアの構成

今回使用したソフトウェアは,図-5に示すように,

検索結果を得るまでのインターフェースの部分に,

オーサリングソフトであるIconAuthor5.1(株式会社

エム･ピー･テクノロジー社製),実際に検索を実行す

るデータベースエンジンには,dBASE5.0forWin-

dows(Borlandlnternational社製)を使用した.icon

Author5.1からデータベースに入 り,dBASE5.0で検

索を実行し,IconAuthor5.1へ検索結果を出力する,

という構成になっている.

画像の処理には,AdobePhotoshop3.OJを使用し

た.AdobePhotoshopは,写真のレタッチや画像編

集,カラーペイントを目的にデザインされたソフト

ウェアである.

IconAutl10r5.1

カーナビゲー
ション用地図

数値白地図インターフェース データベ-
エンジン

図-5 使用したソフトウェアの構成
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(3)IconAuthor5.110)について

IconAuthor5.1とは,対話式アプリケーションを作

成するためのオーサリングツールである.図-7に示す

ように,コンテンツを付加したアイコンを視覚的に並

べて,フローチャートを作成するだけで,アプリケー

ションを作成することができる.IconAuthor5.1の

様々なアイコンを,視覚的に並べるだけで,今まで高

度なプログラミング技術が必要であった,ループ処理

や画面出力などが容易に行える.

IconAuthor5.1の主要な構成要素は以下に示す 5

つがある.これら5つの関係を示すと,図-6のように

なる.

a)SmartObj

SmartObjとは,オブジェクトに基づ くテキス ト編

集の全てを実行するエディタであり,Graphic･Text･

Button･Listboxといったオブジェク トクラスがあ

る.これらを使用して画面を作成する.IconAuthor5.1

の中で最も重要なエディタである.

b)IAScope

IAScopeとは,IconAuthor5Jで作成したアプリ

ケーションを視覚的にデバックするためのユーティリ

ティプログラムのスコープである.

C)GraphicsEditor

カラフルなグラフィックスを作成することが可能な

エディタである.GraphicsEditorで作成されたグラ

フィックスはビットマップ形式で保存されるために,

他のアプリケーションソフトでも使用することが可能

である.

d)IconAnimate

グラフィックスをライブ表示するスクリプトを構築

することができるアニメーションエディタである.

SmartOb

GraphicsEditor

IconAnimate Re2:Solution

図-6 IconAuthor5.1の主要構成要素の関係

e)RezSolution

アプリケーションを別のシステムに適応させるため

に,ビットマップグラフィックスの解像度を変更する

ことがで きるグラフィックユーティリティの レゾ

リュ-ションである.

IconAuthor5.1には,データベース機能も含まれて

おり,IconAuthor5.1自体でデータベースファイルを

作成し,そのファイルを使用してアプリケーションを

作成できる.また,dBASE5.0とリンクしているので,

dBASE5.0で作成されたファイルを使用して,アプリ

ケーションを作成することも可能である.dBASE5.0

とリンクさせるためには,Databaseアイコンを使用

する.Databaseアイコンのコンテンツには,use,

locate,storeといったコマンドを含み,それぞれのコ

マンドにより,dBASE5.0で作成 したデータベース

ファイルを使用する仕組みとなっている.
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図-7 IconAuthor5.1のプログラム例

(4)dBASE5.0forWindowsll)について

dBASE5.0forWindowsは,テーブル,クエリー,

フォーム等の機能を基本とした,開発環境とデータを

管理するための対話式ツールを合わせ持つ,データ

ベース管理システムである.メニューやダイアログ

ボックス,ス ピードバーな どのユーザーイ ンター

フェースにより作業する,もしくは,dBASE言語のコ

マンドを直接入力するコマンドウインドウで作業する

という2通りの構築方法がある.しかし,ユーザーイ

a) 属性による検索
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b) 架設場所による検索

C) 検索結果画面

図-8 dBASE5.0による画像データベース

ンクーフェースにより作業すると,コマンドウインド

ウに自動的にコマンドが入力されるため,一般的には

ユーザーインターフェースで作業を行う.dBASE5,0

では,画像や音声の取り込みは,非常に簡単であるた

め,簡単なマルチメディアタイトルなどを容易に作成

できる.図-8にdBASE5.0で実際に作成した画面を

示す.a)は検索項目であり,b)は県別検索,C)は検

索結果画面である.

6.九州の歴史的橋梁データベース12)

歴史的な近代橋梁は,橋梁の形態等において,現在

でも評価されるべきものである.このような近代橋梁

検索結果

図-9 設計概念
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の内,現況が明らかにされている橋梁のデータを用い,

九州の歴史的橋梁データベースを作成した.対象とし

た橋梁は,福岡県6橋,佐賀県4橋,長崎県9橋,熊

本県15橋,大分県7橋,宮崎県9橋,鹿児島県9橋の,

合計59橋である.比較的橋梁数が少ないために,橋梁

台帳データベースを作成することは可能かどうかを確

認するのに適している.データベースの設計概念は図-

9に示す通 りである.検索方法は,図-10に示すよう

に,｢地図から検索｣｢キーワード検索｣の2通りを準

備した.

図-10 検索選択画面

1)キーワード検索

キーワード検索画面は図-11に示す通りで凄)る.キー

ワードには,所在県,架設年等をあらかじめ用意して

おき,マウスの操作のみで検索できるように,工夫し

ている.

図-11 属性による検索画面

図-12 地図からの検索画面
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2)地図からの検索

図-12は,地図からの検索画面である.地図には,対

象 とする橋梁数が少ないため,数値白地図である

｢MAPIO｣(StudioNijix社製)を使用した.九州地図

から検索をしたい県を選択し,県別地図で,目的の橋

梁をクリックすることにより,図-13に示す検索結果が

表示される.ここで,周辺地図ボタンをクリックする

と,その橋梁が架かっている場所を示す,広域地図と

周辺部の地図が表示される.

図-13 検索結果画面

7.橋梁台帳データベース

橋梁台帳は,1橋に関するデータ数が膨大なもので

ある.そのため,図-14のデータベースの設計概念に示

すように,検索結果には写真と一般的事項,また,裏

ページに上 ･下部工に関するデータを表示するよう構

築している.また,写真や図面といった画像は,その

検索結果

図-14 設計概念

図-15 属性による検索画面

a) 県全域地図

C) 詳細地図

図-16 地図からの検索画面
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ファイル名をデータの 1つとしてdBASE5.0に入力

しておき,そのファイル名と一致する写真や図面を表

示させるようにしている.検索方法は,九州の歴史的

橋梁データベースと同様に,｢地図から検索｣と｢キワー

ド検索｣を準備した.

1)キーワード検索

図-15は,キーワード検索画面である.ここで,架設

年や橋長,材料 ･形式,土木事務所などのキーワード

からの検索が可能である.

2)図-16は,地図から検索画面である.地図には,九

州の歴史的橋梁データベースに対して,より具体的に

橋梁を指示しなければならないため,精度の高いカー

ナビゲーション用地図 ｢MapFanverl.0｣(インクリ

メントP株式会社製)を使用した.また,a)b)C)の

ように縮尺の違う地図を階層的に配し,検索が容易に

できるようにしている.

どちらからの検索方法でも,図-17に示す検索結果画

面が表示される.ここで上 ･下部工ボタンをクリック

すると,図-18に示す上･下部工に関するデータを表示

する.また,写真ボタンをクリックするとその橋梁の

拡大写真が表示され,周辺地図ボタンをクリックする

と,図-19に示すような,その橋梁が架かっている場所

の詳細地図が表示される.

図-17 検索結果画面

鮎泣ド

済 蔭x袈磁通事藷脚 出
捌,

t≡

盛衰遜配- Ⅶ群 l

済 申出輔

図-18 上 ･下部工画面
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図-19 周辺地図

8.ま と め

本文 は,パーソナルコンピュータを用いて,MS

-Windows環境 における橋梁に関す る画像データ

ベース作成のための技術について述べたものである.

本研究をまとめると以下のようになる.

(1) 現在,MS-Windows環境において,データベース

ソフトだけを使用して,画像データベースを作成する

場合,画像は呼び出す形式ではなく,貼り付ける形式

になる.本研究では,オーサリングソフトとデータベー

スソフトをリンクさせることにより,画像をファイル

名で呼び出すことが可能となった.

(2) オーサリングソフトをインターフェースとして使

用し,さらにマルチメディア技術 を使用することに

よって,地図や図形などのイメージからの検索が可能

となった.

(3) オーサリングソフトとデータベースソフトをリン

クさせて,ビジュアルなデータベースは作成可能かど

うかを確認するために,試作的に九州の歴史的橋梁

データベースを作成した.

(4) 地図から検索といった視覚的な検索が可能で,文

字情報と画像とを一度に表示することのできる,橋梁

台帳データベースの基礎を作成した.

橋梁に関する画像データベースの今後の課題として,

現在普及が進んでいるインターネット上での画像デー

タベースの構築が必要である.著者らは,インターネッ

ト上での画像データベース構築に取り組んでおり,イ

ンターネット上でのデータベースを構築しつつある.
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